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幸いにして人間というものは、ある程
度の不幸しか理解することができない。

その程度をこえた不幸はかれをほろぼす

か、あるいはかれの関心をよばないかで
ある。恐怖と希望がひとつになって、た

がいに消し合って、漠然とした無感覚に
おちいってしまう、そういう心境がある

ものだ。それでなかったら、どうしてわ

れわれは、遠く離れたなつかしい人たち
が、たえず危険にさらされていると知り

ながら、なおかつ毎日の平凡な生活を、
いつもこんなふうに続けていくことがで

きるのだろう。

　　　　　　　      ゲーテ『親和力』
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花咲き実となれ！
　　　　　　　　　　   皆川  昭三

　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　　　　　　　　　
私が学習にかき立てられるのは、意

欲というよりは貪欲という類の欲望の
せいかもしれない。それでも、自分の

力を信じることができないような状態

に何度か陥り、そこには哀れな足跡だ
けが残されてきたようにも思える。

  学習自体は楽しいので、自分の組んだ

スケジュールを確実に消化している。

学習法に誤りがないかと、一つ一つ丹

念に、プッシュとレヴューを繰り返す。

カラーペンで下字が隠れるほどに、教

材を復習するのは心地よい。教材の余

白も、そのまま白く残すことはめった

にない。入学当初には、ノートを次々

と買い求め、ひたすら整然と書きつら

ねていた。けれども、あとでノートに

目を通すことは、ほとんど一度くらい

しかなかった。二度三度と読み返すの

は、やはり教材であった。そのとき記

憶を呼び戻すのが、教材に書き込んだ

メモである。自分なりに分かり易く記

したポイントを要約しておくのが有効

であった。ここで、覚え込むために付

けておいた略号が役に立った。

  さらに、あちこちに散在する人名や、

主張の特徴は一覧表にまとめる。頭を

整理するためには、自分で問題を作成

し、未熟ながらも問題集を練っていく。

それが、最後には何枚も重なっていく。

いつも、数科目分を一冊のファイルに

まとめている。自製のファイルもすで

に三冊目になる。現在では、とても愛

着を感じている。贈答や土産の化粧箱

をつぶし、張り合わせて作ったもので、

たいへん重宝している。単位認定試験

が迫るころ、この自分で作った問題集

と教材を学習センターの図書室に持ち

込み、じっくり取り組むのが、私の学

習法であり、これが最善の策だと考え

ている。同じところを何度も何度も、

それこそ貪欲にリピートする。すると

思ってもみなかったところで、「あれ、

こんなのを抜かしていた」と気づくこ

とも屡々である。

  ややもすると、この貪欲の弛むときが

ある。頭を休ませることは良いことだ

が、他方この時間の濫費の報いは、忽

ち期末テストで結果が出てしまう。こ

のことは分かっていても、積極的に補

強する学習への貪欲さがそのときは欠

けてしまっているのだ。自分の能力の

限界ではないか、と時には思いながら、

再試験に挑む。けれども、さらにその

再試験をも落としてしまった辛酸を幾

度か舐めてきた。このようななかでも、

仲間に励まされ、おだてられて、よう

やく続いて 8 年になる。年を重ねても、

毎学期自分に何の恥じらいも無いのが

せめてもの救いである。中国の諺に曰

く、

  「ゆっくりでもよい。でも立ち止まっ

てはいけない。」

  この言葉の通り、いつのまにか私の頭

の本棚にも、すこしずつでも学習の成

果がぎっしり詰まり、今学期も喜びの

日を迎えようとしている。「人に勝つ

より、自分に勝て」という諺に従えば、

自分に負けていることになる。けれど

もなぜか、特別に苦しい訳でもない。

不自然に、耐えている訳でもない。も

しここで、手当たり次第に、新しいも

のに挑み、貪り、吸収したいという自

分自身の貪欲さに負けているのであれ

ば、それはそれで良しとしたい。

私の大学利用法
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　         
  私の放送大学での学習も、この 4 月か

ら二年目に入りました。短大を卒業後、

4 年間の OL 生活を経て、エアロビク

ス・インストラクターになった私は、

派遣社員という二足のわらじでの二重

生活で、朝から晩まで走り回っていま

した。そんな 6 年間の生活に、昨春ピ

リオドを打ち、放送大学へ入学しまし

た。現在、エアロビクス指導を続けな

がらの、また異なる二重生活を過ごし

ています。

  周囲の人は、「今さらなにを勉強する

の」「勉強が好きなんだ」などさまざ

まなことを言いますが、自分の事なの

で自信を持って言わせていただくなら

ば、私は決して勉強は好きではありま

せん。その証拠に、10年前と変わらず、

今でも試験前のドタバタ振りは変わら

ないし、自慢にはなりませんが、興味

の向かない事についての知識は常識レ

ベル以下なのです。このことは、先日

の心理学実験実習の授業でも、「好き

な事しかやらない幸せ者」という結果

が出て、証明されてしまいました。

「やっぱりな」とあらためて感心して

しまうありさまでした。

  そんな私は、現在心理学を中心に勉強

しています。職業柄、身体の健康に関

わっていくうちに、心の健康の大切さ

を強く感じたためです。今となっては

誰も信じてくれませんが、私には学生

のころ、人目ばかり気になり、心配事

や緊張感ですぐ腹痛をおこすような精

神的にとても弱いところがありました。

今でも根本的には変わっていないとは

思いますが、そういったストレスをう

まく発散できる方法を身につけてきて

からは、生きることが随分楽になりま

した。

  私のように、運動を行うこともその一

つの方法でしょう。適度な運動の継続

はストレスを減らし、心身ともに強く

健康にしてくれます。また、自分なり

のエネルギーを蓄える場をつくること

も、ストレス解消には大切です。今の

自分には、この大学がその場になって

います。授業で新しい発見をすること

はたいへん楽しい経験です。授業のな

かでカウンセリングされてしまうよう

な、感動した講義にも出会いました。

そして何よりも、あらかじめひかれた

レールの上を走るのと違う、目的を持

って学習する人たちに会うことは、と

ても勇気づけられ、自分のエネルギー

の源泉になっております。

今では、このように自己セラピーの場

ともなっているこの大学で、これから

も知識やエネルギーを得て、自分の生

活や仕事に生かしていけるように、残

りの学生生活を楽しみたいと思います。

この文を読んで、「最近運動不足だ

な」という方、汗をかくのは本当に気

持ちの良い事です。ぜひ、少しずつで

も自分にあったペースでやってみてく

ださい。もし私でよろしければ、老若

男女にかかわらず初級から御指導させ

ていただきます。それでは、皆さんも

充実した大学生活を・・・。

朱鷺研究と出会い
                                        後藤  袈裟登

  放送大学に入学して 3年目の二学期、
単位認定試験のための勉強中のことで

した。香月初代学長が神奈川学習セン

ターを訪問され、私をはじめ、そこに
居合わせた学生諸氏に向かって、つぎ

のような言葉を述べられました。「本

特集:私の学習法
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学は一般の大学とは少し異なり、年齢

も高く、多くの人生経験を豊富にもっ
ている学生が多い。皆さん一人一人、

あなた方だけにしか出来ない研究テー
マを選んでください」と。

  この言葉を受け、私なりに研究テーマ

を選び、自然の理解専攻の平本幸雄先
生に指導を願い出ました。題して、

「朱鷺保護と生息の変遷」という研究
を行うことになりました。朱鷺は、特

別天然記念物に指定されていますが、

日本では絶滅寸前にあります。現在で
は、新潟県佐渡島の新潟県トキ保護セ

ンターに、人工飼育中の一羽のみとな
っています。このままでは、地球上か

ら消えてしまい、二度と美しい姿を見

ることが出来なくなります。国際保護
鳥の指定をうけており、日本だけでな

く、国際レベルで守る必要のある鳥で
す。

  トキはドイツ人シーボルトが日本に滞

在中(1823-30)に捕獲し、オランダの鳥
類学者テーミンクによって、学名

nipponia nippon と名付けられた、一属
一種の珍しい鳥であります。1981 年に

は、中国で野生トキが発見されました。

7 羽見つけられ、そのなかには幼鳥も
含まれていました。日本の協力もあっ

て、保護がはかられ、1996 年には野生
と人工飼育合わせて、生息数は 84羽に

達することが出来ました。

  卒業研究は会社勤めをしながらの研究
であり、実験・観察が出来ないので、

文献中心の研究となりました。トキを
初めて深く知ったのは、1978 年佐渡島

観光の折に購入した、佐藤春雄先生の

「はばたけ朱鷺」であり、私のトキ研
究の原点でありました。研究のために

資料を求めましたが、トキについての
文献は少なく、専門書は公的機関にし

かありませんでした。環境庁の自然保

護局野生生物課に幾度となく通い、板
橋正文氏の協力を得ました。上野動物

園の資料室では、当時飼育課長であり
ました田代和治氏の世話にもなりまし

た。そして、1991 年には、卒業研究は

大学に受理され、1995 年には大学を卒
業することになりました。卒業後は研

究生となり、再び平本先生にお願いし
て、早稲田大学の石居進先生、菊地元

史先生の指導を受けました。1996 年に

「鳥類の体色について」、1997 年には
「トキの羽色変化について」などの論

文を完成することができました。
  このほかにも、多くの人びとに接する

ことができました。新潟県トキ保護セ

ンターでのトキ見学、山階鳥類研究所
での資料研究でも、それぞれ関係する

方々に会うことができ、教えを受け、
知識の向上を計ることができました。

1986 年には、第一回中国トキ保護観察

団員として、はじめて海外にいき、陜

西省洋県で野生と人工飼育のトキ観察

を行うことが出来ましたが、このとき
にも多くの方々との出会いがありまし

た。今後も、朱鷺研究を進めながら、
人との新たな出会いを待ちたいと思い

ます。このような出会いを大切にして、

私の勉学を進める道しるべといたした
いと考えています。

私の卒業研究 :
「ネギ奮闘記」

　　　　    猪俣  壽久
                      
　私の卒業研究は、 群馬県下仁田の特

産品であり殿様ネギと呼ばれている

「下仁田ネギ」と新野菜「リーキ」と
を比較し、両者は競合するか否か、を

調査研究したものである。
　妻の両親が下仁田出身で１２月にな

ると下仁田ネギが送られて来る。 すき

焼き、 鍋物、 雑煮にして良く食べた。
　こんなことから下仁田ネギと、また、

宮崎基嘉指導教員のご教授により、 そ
の形態が下仁田ネギと非常に良く似て

いる新野菜リーキとを取り上げた。

　さて、 始めに文献調査を国会図書館
等で行ったが、 資料は殆ど入手できな

く、 やはり現地調査が一番であった。
　下仁田ネギの由来は明らかではない

が、文化２年「ネギ２００本至急送れ、

運送代いくらかかってもよい」 と云う
趣旨の江戸の大名、 旗本からのものと

思われる名主宛の手紙が残されており
当時既に栽培され 珍重されていた。

　播種は９月下旬から１０月上旬にか

けて行い、 翌年１１月下旬から１２月
にかけて収穫する。 生育期間が１４～

１５ヶ月と長いため、 下仁田には数え
切れないほど通った。 横浜から電車で

片道約４時間、 往復８時間の行程、 楽
しくもあり、 苦しい調査であった。
　リーキは別名、リーク、 ポロネギ、

ポアロー、 洋ネギとも云われ、 フラン
ス料理には欠かせない野菜であり、 ロ
ーマの暴君ネロが声をよくするために

油漬けして食べたと伝えられている。
リーキの消費は、 ホテル、 レストラ

ンが主で輸入により賄われており、輸
入先は、 夏場は南半球のオーストラリ

ア、冬場は北半球のベルギーである。

また、リーキの栽培については、 埼
玉県八潮市の農家会田富夫氏のリーキ

畑を見学、 写真も撮らせて頂き、 お土
産に写真用のリーキも頂戴した。

　なお、これらネギの知名度調査を放

送大学の６ヶ所の学習センターで実施
した。下仁田ネギの知名度は、６１％

と高く、リーキの知名度は、６％と低
くかつた。　地域別の知名度では、 下

仁田ネギでは、 地元の群馬（９６％)
が群を抜いていたが、千葉（４０％）
と神奈川（３３％)が低く、これは産地

から遠いためか？ また、 東京第二（６
３％)の知名度が、他（除く群馬）に比

べて高いのは、この地区が東京の下町

であり、 豊かな食生活を物語っている
のであろうか？それとも、 下町の見栄

っ張りや、 珍しがりや、  な のであろ
う か？

　しかし、リーキでは、 知名度の地域

差は殆どみられなかった。　次に、 食
味については試食してみた。　食味の

相違は、 端的に云うなら、 下仁田ネギ
は日本的、リーキは西洋的である。 す
なわち、 下仁田ネギはすき焼きなどの

和風の文化、 リーキはシチューなどの
洋風の文化であると云える。

　また、リーキが一般消費市場にあま
り出回らないないのは、 わが国にはす

ぐれた日本ネギやタマネギが食べられ

ていたからであろう。 結局、 下仁田ネ
ギとリーキは競合しない、という結論

を得て、卒論は終了した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

英国の記憶

                                                 山田  海

  希望に満ちて入学した私立の高校であ

ったが、わずか二カ月あまりでやめて

しまった。その年に大検を受けて、運

良く大半の科目をパスした。このとき、

僕は 16歳になっていた。

  五月になって、ユースホステル新聞の

記事で、海外語学留学という制度のあ

ることを知った。両親に頼み込んで、9
月から 6 カ月間英国へ行かせてもらう

ことになった。なにも英国でなければ

ならないということもなかったが、そ

の新聞には費用が一番安いと書いてあ

った。それに、兄と叔母が住んでいる

ので、万が一何かが起こっても安心だ

という、スポンサーである父の意見に

従った。

  ともかく、ロンドン行きの飛行機に、

ほとんどなにも準備せずに乗ってしま

った、というのが正直なところである。

モスクワ経由ロンドン行きは、一人旅

の素敵な緊張感で満たされていた。12
時間後ロンドンの夜景を見たときには、

やけに黄色かったことを覚えている。

  英語についてはそれなりの自信はあっ

たものの、空港の税関を通るころには、

ほとんど現実への対応に追われて、自

信も不安も感じる余裕がなかった。人

気があまりなくなった空港から、地下
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鉄に乗り換えたときに、どういうわけ

か日本語が聞こえてきた。そこでよう

やく、英語の国にいることを実感した。

ユースホステルに着き、すこし湿りけ

のある狭い二段ベッドの上段に寝た。

翌朝起きて、外国に一人できて、眠る

ことができる自分にまず安心した。

  朝食は聞いていたほど、不味くはなか

った。10 時過ぎ、ユースホステルを出

た。その日のうちに、ブライトンにあ

るホームステイ先の家にかならず着い

ていなければならなかった。地下鉄で

は切符を買うまで 30分かかってしまっ

た。ヴィクトリア駅では、掲示板の前

で 20分も眺めて、ようやく見方が分か

ってきた。何度も確かめて、客のすく

ないボロい列車にのると、しばらくし

て動きだした。太陽を見て、大体南に

向かっていることがわかった。ブライ

トンはロンドンの南にある。もし間違

っていても、近くまでは行くことはで

きるだろう。

  じつは、英国は初めてではない。小学

校 6 年生のときに、兄と二人で二週間

あまり、叔母を訪ねたことがある。英

語を使ったのは、一度 YES と言ったと

きだけだ。高校生だった兄にすべてを

任せていて、気楽なものだった。かろ

うじて覚えていたその時の英国の印象

は、石造りの家が小さな村に並んでい

て、牧場が広がっていることぐらいだ

った。ところが、列車が着いたブライ

トンの町は、レンガ造りの赤い家が視

界いっぱいに立ち並ぶ、大きな街だっ

た。想像していたのとあまりに違った

ので、思わず「でかいなあ」とつぶや

いてしまった。

  これが僕が感じた、最初の期待と現実

のギャップだった。そしてこのあと、

ヨーロッパの認識についても、ホーム

ステイについても、そしてさらに英語

学校での語学学習についても、同じ様

なギャップを感じた。今考えると、こ

れらのギャップこそがこの旅最大の収

穫だった、と思う。けれども、このこ

とは日本に帰ってくるまで、解らなか

った。

面接授業「西洋音楽

の歴史」を受講して
（シューベルト歌曲集『冬の旅』

　　　　　　－３枚のレコードから）

                                              坂 口 英人

このシューベルトの『冬の旅』に出

会ったのはもう４０年位前のことにな
るだろうか。九州福岡県の片田舎、太

宰府の都府楼に在った独身寮に住んで

いた頃であった。鄙びた駅の近くの喫
茶店で初めてこの曲を耳にした。暗く

引き込まれるような曲と明るく清らか
な曲とが混じった不思議な歌曲の魅力

に取り憑かれて、何度もこの店に足を

運んだ。「山小屋」という店名で、娘
とその母親とがいて、店のなかには登

山道具類が飾られていた。いつ入って
もお客はほとんど見あたらない寂しい

田舎の喫茶店であった。

レコード・ＣＤを合わせてもわずか
に２００枚余りのささやかな私のコレ

クションを探してみたら、３枚の『冬
の旅』－フィッシャー・ディースカウ、

ハンス・ホッター、ユリウス・パツァ

ークーが出てきた。ジャケットの“お
やすみ”“菩提樹”“あふれる涙”

“春の夢”“郵便馬車”“辻音楽師”
の６曲にマークがいれてあった。数え

てみると、これらのレコードを聴かな

くなってからもう１ ０年以上経ってい
る。ひどく懐かしい気がした。

放送大学の面接授業で、茂木教授の
「西洋音楽の歴史」を聴講した。わず

か５日間の短い授業であったが、新鮮

で豊富な内容の講義に深い感銘を受け
た。音楽史・音楽理論・ドイツ語への

学習意欲をかき立てられた。しかし、
はなはだ残念ながら、レポートの課題

「楽曲分析」に応えるには私の音楽理

論の知識は乏しすぎる。授業の内容を
応用する力も足りない。かといつて、

そのまま放置したくもない。“受講の
証し”としてささやかでもよいから、

現在の自分で出来る範囲のものを何か

残して置きたいと考えて、印刷教材
『西洋音楽の歴史』とレコード・ジャ

ケットを手がかりにして上記の６曲の
「楽曲解説」を要約して取り纏めてお

くこととした。

シューベルト（Franz Peter Schubert
l798-1828）がウィルヘルム・ミューラ

ー（1794-1827)の連作詩『冬の旅』に
出会ったのは、1826 年末か 1827 年初

頭であった．1828 年 11 月、死の床に

着いたシューベルトが最後まで目を通

していたのは歌曲集『冬の旅』第２部

の校正刷りであった。
　『冬の旅』は、前作『美しき水車小

屋の娘』と同様に、ドイツの徒弟制度
を背景にした歌曲集である．「親方」

になれない若い職人が、遍歴先で親方

の娘と恋愛に陥るが、やがて失恋し親
方のもとを出奔して冬の荒野をさまよ

ったあげく、いずこともなく姿を消す、
というのが連作詩の粗筋である．

（１）おやすみ (Gute Nacht)
　「私はよそ者としてこの街にやって
きて、今また、よそ者としてこの街を

去っていく．・・・」の詩句で全 24曲
の第１曲が始まる。荒涼たる冬の野へ

の出発を前に、主人公はかつての恋人

の家の前に立って昔をしのび、その門
口に記しつける“おやすみ”の一言に

万感の想いを託して立ち去っていく。
シューベルトの自筆楽譜には“歩行の

速度で”（in gehender Bewegung）と書

き込まれているが、このドイツ語の指
定のもつニュアンスはいかにも曲のイ

メージにふさわしい。ほとんど有節歌
曲といっていい歌であるが、第３節が

わずかに変化する。全体は短調である

が、第４節は長調となる．前奏から後
奏まで変化のないリズムが執拗につき

まとい、異常な世界のはじまりを告げ
ている。

　詩の冒頭の「よそ者 fremd」という

言葉は、「結局はこの街に受け入れら
れなかった者としてこの街を去って行

く」若者の内面の深い悲しみを一言で
言い表している。冬の荒野の彷徨を通

じて、よそ者ということの意味を発見

していく主人公の内面の旅こそが、こ
の連作詩『冬の旅』の真の主題なので

ある。
（３）あふれる涙(Wasserflut)
　涙とそれを溶かし込んだ雪に託して

うたう一種の望郷の歌である．彼の郷
愁の対象はかつての恋人の住む街であ

った。４節ある詩の２節ずつを１節と
して、２節の有節形式の歌を書いてい

る。ゆっくりした曲で、詩の各節の終

わりを繰り返し、しかも間奏をおいて
いることから、むしろＡ－Ｂ－Ａ－Ｂ

の形といった方がわかりいい。この反
復的な曲の形は、動きのない静止した

印象を生み出している。ピアノ・パー

トのすべてのモチーフは、頬を伝い落
ちる涙を思わせる前奏のなかに含まれ

ている。
　（６）辻音楽師 (Der Leiermann)
　村はずれにただひとり、ライエル

（ドレーライエル、英語ではハーディ
ー・ガーディーともいう素朴な撥絃楽

器の類）を鳴らしている老人がいる．
その老人に不思議に心ひかれた放浪者

は、どこまでもその後についていこう

と心を決める。ピアノの左手が主音と

放送大学学生募集

平成 10年度第二学期

・ 出願受付：平成 10年 6月 15日(月)

                   ～平成 10 年 8 月 15 日(土)
・授業開始：平成 10年 10月 1日(木)
・資料配布：平成 10年 6月 15日(月)
・興味のある方・入学を希望する方に

は、入学手続きや授業内容を記しまし

た募集要項と授業科目案内を無料でお

送りします。はがき又は電話で、神奈

川学習センターへ請求してください。
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属音のオルゲルブンク卜（オルガン点 :
ペダル音ともいう）を一貫して奏し続
け、声を支えるのはしばしばこのむき

出しの和音だけである．それの最初の
２小節につけられた前打音がみごとな

効果をもち、それを聴くだけで身ぶる

いの出るような孤独と寂寥感が伝わっ
てくる。右手がわびしいライエルの音

をひびかせ、その間を縫って乾いたメ
ロディーが呟くように歌われてゆく。

Ａ－Ｂ－Ａ－Ｂの形でおなじ旋律をく

りかえした後で、クライマックスとよ
ぶにはあまりにもつつましい歌声が、

さりげなくある別の世界への出発を告
げる。放浪者の感情の最後の極点―そ

の向こうには透明な虚無だけが見すか

される、そんな極限的な世界に私たち
は立たされているのである。

　「不思議な老人よ、私はお前につい
て行くことにしようか？ 私の歌に、お

前のライエルの調べを合わせてくれる

だろうか？」の詩句で全２４曲が終わ
る。

編集部注： 坂口さんの原稿は面接授業
のレポートとして執筆されたもので

「おやすみ、菩提樹、あふれる涙､春の
夢､郵便馬車､辻音楽」の６曲を解説し

ています。けれども、残念ながら紙面

の都合で一部を割愛しました。尚、原
稿の全文は、インターネットのホーム

ページ(http://www.dango.ne.jp/ua-kanag/)
に収録してあります。

迷惑電話勧誘には

効力感で
                                        松本  清康

　先日、昼食時に電話があった。電話
口から、いやに丁寧な風を装って、く

どくどと前口上を勝手に話す声がして
きた。用件は何だと問いかけたが、そ

れには答えず、最後にやっとワンルー

ムマンションがあり投資に最適だと言
いだした。食事中だったこともありカ

ッとなって「そんなインチキな仕事は
辞めなさい。まじめな仕事をしなさい。

この馬鹿が」と言って思いっきり受話

器をたたき戻した。そしたらその直後
に私宛にまた電話がかかってきた。

「松本です」と名乗ったら「馬鹿」と
言って電話を切られ、仕返しをされた。

しかし、これ以降、この手の電話はか

かってきていない。
職場のまわりの仲間を見ていると気

が小さいせいで、勧誘電話を切れずに
いつまでも「いいですよ。いりません

よ」などとぐずぐず言っているのをよ

く見る。そういう者に限ってワンルー
ムマンションだ、貴金属の投資だ、大

豆、小豆だといろいろな投資の電話が
かかってきている。どうせ同じ商売仲

間が、いろいろな名目の投資話を仕掛

けていたり、名簿回しをやったりして
いるので、一回でも気の弱い対応をす

ると他の仲間にリストが回され、餌食
になるまで、電話をかけられてしまう。

このような投資話を善意で紹介するよ

うな人間はいないのに、気の弱いお人
好しの人間は「相手が悪意で行動して

いる」と考えること自体、相手に悪い
気がして、正常な対応ができないよう

だ。また、強く断ると仕返しをされる

と思うという者もいる。
新聞の投書欄に「勧誘電話にはウソ

も方便」（朝日 98.4/2）という記事が
載っていた。塾の勧誘には｢夫が◯◯塾

の講師です」、住宅の リフォームの案

内には「一週間後に引っ越します」と
いう具合に対応すれば双方気まずくな

らずに断れるという。しかし、このよ
うなウソも気の小さいものには負担の

ようである。ウソをついてまで断れな

い、ウソをつくことは相手が誰であれ
悪いことだからなどと、訳の分からな

い言い訳を言うものもいる。
話は違うが、建築科を出たのに、建築

設計でなく建築の設備の設計に回され、

いやだと言えず腐ってしまった者がい
た。警察官に応募したが、刑事になり

たいと主張できず悶々と制服の警察官
のまま腐った者もいた。気の小さいも

のは、主張ができないようだ。

これは自分に自信が無いためだと、私
は考える。こういってもいいのだろう

か、本当に正しいのか、などと自分自
身が信用できないため自分の希望も表

現できなくなってしまう。そのため自

信のない者は言いたいことも言えず腐
ってしまうことになる。

このような自信は、成功体験で培わ
れるという説がある。数学の問題を解

けたときは嬉しさとともに自信が生ま

れる。自分には解くことができる能力
があるという自信を持てば、問題に向

かったとき努力しようというポジティ
ブな行動を執るようになり、難しい問

題にも挑戦できるようになる。そして、

くじけずに解けるまで頑張ることがで
きる。成功するか失敗するかわからな

いが、その原因は自分の努力に依存し
ている。ここで、やればできるという

認知を効力感というそうだ。（「自己

学習能力を育てる」波田野誼余夫 東京

大学出版会 1980）
    知恵の輪なども、成功した体験を数

多く持っている人ほど、難しい知恵の
輪に挑戦したがり、長い時間考え続け

ることができる。高い効力感が育って

いるためだと思う。
　中高年の知力に関して、その水準が

維持されるのか低下していくのかは、
私たちにとって気になるところである

が、教育水準を保つことが、知力の維

持に効果的だということである。つま
り、効力感が高く維持され、あらゆる

方面に自信を持ち、好奇心を抱いて生
活するためだと思う。生涯学習はその

ためにも必要なことだと思う。しかし、

従来の学校教育のような、お膳立ての
あるものを素直に受けていればよいと

いう学習態度は、生涯学習には向かな
い。自分から学ぶ自己学習能力が無け

ればならない。その前提になるのが、

各自の効力感である。好奇心や独立達
成志向も必要だと思うが、この効力感

こそ中心的な概念だと、私は考える。
しかし、迷惑電話勧誘を断るためだ

けなら、効力感も必要ないとは思う。

私のように、単に勇気があれば良いの
だから。

私の

長野オリンピック
                                   加納  菊千代

  長野冬季オリンピックに、ボランティ

アとして参加しました。公正な競技と、

選手の健康を守るための、ドーピング
検査を補佐する役割です。ドーピン

グ・コントロール・エスコートと呼ば
れるボランティアで、競技終了後選手

にドーピング・コントロール・ステー

ション(DCS) へ行くように通告を行い、
選手をエスコートするのです。

  初めて通告した選手は、アメリカの選
手でした。オリンピックで自分の責任

を果たさなければと思うと、想像して

いた以上のプレッシャーを感じました。
口は動いているが、心はどこか別のと

ころを漂っているようでした。「わか
りました」と選手がサインしてくれた

ときには、涙がこぼれ落ちそうでした。

  ゴールした選手は、すぐ取材陣に囲ま
れます。一位から三位までの選手はさ

らにフラワー・セレモニー( 表彰式) や
プレスセンターでの記者会見がありま

す。一時間以内に DCS へ行かなければ

なりませんが、あっと言う間に過ぎて
しまいます。検査手続きは、医師と看

護婦が担当します。けれども、選手の
体調によっては何があるかわかりませ

日常の冒険
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んので、エスコートはすべてが終わる

まで、選手を陰ながら見守ります。あ
る外国の選手は、なかなかトイレに行

く状態になりませんでした。エスコー
トの方々は、一人で待合室にいる選手

の気持ちを思いやり、邪魔にならない

程度に、話しかけたり、冗談を言って
笑わせたりしていました。終了したの

は、日も暮れ、会場に人気がなくなる
頃でした。スタッフ全員でその選手を

見送ると、選手は一瞬驚いたようでし

たが、「ありがとう」と何度も言って、
うれしそうに帰っていきました。

  残念に思うこともありました。スタッ
フのなかには、選手の状態を考えずに

行動する人もいました。ある選手が競

技を終え、休むまもなく取材に応じ、
マテリアル・チェック( スキーの道具

が規定に合ったものかをチェックする
こと) を済ましているときに、突然肩

をたたき、振り向いた選手に紙を突き

出したのです。その選手は、あまりに
突然のことで DCS に入った途端、泣き

だしてしまいました。もう二度と選手
に、こんな悲しい思いをさせてはいけ

ないと思いました。

  スタッフは全部で 20 人くらいで、医
療関係者を中心に、会社員、学生など

さまざまな人たちでした。仕事中は真
剣でしたが、終わればみんな愉快な人

たちで、笑いが絶えませんでした。オ

リンピックのボランティアはみんな初
めての経験でしたので、知恵を出し合

い、協力し合い、悔いのない仕事をし
ようと頑張ってきました。自分のした

ことは、小さなお手伝いでしたが、そ

のなかで役に立つことの喜びを、みん
なで分かち合うことができました。こ

のような心に残る思い出という、一生
の宝物をいただき、私の長野オリンピ

ックは無事終了しました。

確率論
火曜日第一コース (10:00～12:15)
担当講師 ：多賀保志

<講義概要>順列・組合せにもとづく確

率論を、ギャンブル、遺伝、破産問題
などの話を交えて、わかりやすくかつ

興味ある講義・演習を行う。

<参考文献>W.フェラー「確率論とその
応用 ・」(上下)紀伊國屋書店

馬場良和「確率論」放送大学教材

<講師紹介>多賀保志(工学博士)
略歴: 昭和 26 年 6 月～昭和 47 年 3 月

統計数理研究所室長、昭和 47年 4 月～
昭和 51 年 3 月 静岡大学工学部教授、

昭和 51年 4月～昭和 56 年 3 月 千葉大
学工学部教授、昭和 51 年 10 月～平成

元年 3 月 横浜市立大学文理学部教授、

平成 2年 4月～平成 6 年 3 月 文教大学
国際学部教授、現在　放送大学非常勤

講師

近況報告:趣味は読書・書道・テニス

統計学を学んで実際に応用したい方々
のための研究会を作りたいと思います。

逸脱の社会学
火曜日第一コース(12:45～15:00)
担当講師 ： 緑川    徹

1.担当授業の一行要約:犯罪・非行，い
じめ，薬物依存，援助交際…等の<逸
脱＞とされる現象を社会学的に分析

２.講義の概要:<逸脱>とは、集団・社

会の規範に違反し、その標準からはず

れたものであって、現代社会は、犯
罪゛非行、いじめ、薬物依存、援助交

際など逸脱とされる現象に溢れていま
す。〈逸脱＝悪＞として、これを非難

したり、嘆いたりするのは簡単です。

しかし、人類がルールを破るという逸
脱の誘惑に負けたのはアダムとイヴの

昔から変らないことですし、また天才
と呼ばれる人物に多くの逸脱のエピソ

ードが語られることを思い出してみれ

ば、逸脱者が新しい時代や社会を先取
りした存在の場合もあることが分かる

でしょう．つまり、逸脱とは、現代社
会を鏡に映した姿であると同時に、未

来を写した姿の可能性もあるのです。

そこで逸脱現象を研究することは、現
代社会を理解し、未来を知ることでも

あり、今をそして将来をより良く生き
るために「逸脱の社会学」はあるので

す。

３.各回の内容目次:第１回  入門篇～逸

脱＆逸脱の社会学とは何か　第２回 理
論篇①～緊張理論，学習理論，統制理
論　第３回 理論篇②～ラベリング理論

第４回 事例研究篇～戦後非行史＆現代
社会論　 第５回 総集篇～犯罪恒常説＆

逸脱の機能

４ .受講にあたり講師から :第１回に

「自己紹介文」、第２回以降は「感想

文」（枚数自由）を毎回提出して頂く

ことによって、受講生の質問・要望等
にこたえながら、授業を進めます（こ

れらは成績評価とは関係なし）。合否
判定は出席点（３回以上）と「レポー

ト」（２枚以上で、課題など詳細は第

１回に指示）点の総合評価で行ないま
す。この授業は講義中心ですが、大学

での勉強・研究とは基本的には「自学
自習」にあり、教養学部という`性格か

らも、講義をただ聞くだけではなく、

進んで本や論文を多く読むことが必要
だと考えますので、文献を精選して紹

介し、受講生の学習を援助する予定。
<開かれた知>と<愉しい知識>を目指し

て、時には「逸脱の社会学」をも逸脱

して、笑いの絶えない授業にします。
なお、精神的に若く、現代社会の動き

に関心があって、ジョークの分かる人
向き。

５.参考文献：毎回のレジメで＜おすす
め文献解題＞と＜参考／使用文献＞と

して紹介する。関連授業：特別講義

（TV）「少年非行の世界」（全５回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6.略歴・担当授業:略歴　1967 年　産婦

人科で生まれる。1986 年　早大法学部
入学、その後大学院へ。1996 年　清永

先生に出会い、岩永先生と池袋で酒を
飲む。1997 年　論文『日本型行刑論の

イコノロジー」が一部で賛否両論を呼

ぶ。

7.現在研究中のこと：制度上は『刑事

政策学・犯罪学」専攻だが、〈刑罰思
想史＞と称してく刑罰及び刑罰論をめ

ぐる思想史ないし精神史＞の研究をし
ている。その具体的成果としては、日

本の受刑者処遇は制度的改革もないの

に、何故か 1980年代になってそれに対
する実務家の自己評価が急速に高まっ

たが、その謎を＜日本文化論の変容＞
というパラダイム転換から読み解いた

、法研論集（早稲田大学大学院法学研

究科）８３号（1997 年）掲載の拙稿を
御覧下さい。学際的でクリエイテイヴ

で面白いという、「めちゃ 2 イケ」て
る論文だと自分では思う。最近は方法

論などを学ぶために美術史学､音楽史学、

建築史学の本を読み漁っている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８.近況報告:マイブームは、①コンテ

ィンジェンシー理論（経営学）、②ア
ニメ「少女革命ウテナ」（ 不条理なシ

ーンやバロック的台詞にハマっている
だけで、別にオタクではない）。趣味

はダイエット（通販でアブフレックス

買った人連絡下さい。おいしいケーキ
情報も募集中 ) 口癖は「ヴイダルはそ

う教えてくれました」。（以上は 1997
年 12月現在のものです）

特集:

面接授業の紹介
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現代社会と教育
木曜日第二コース (15:00～17:45)
担当講師 ：牧田 章

<講義概要>教育の現状について、変動
する社会との関係から考察を始める。

なかでも、とくに国際化・情報化・高

齢化・少子化に関して考えたい。そし
て、地域社会や生涯学習社会の動向を

考え、展望する中で、教育に対してど
のようなことが期待されるかを考察す

る。なるべく、身近な資料を用いて考

えていきたい。
一回目 教育の現状と変動社会

二回目 国際化・情報化社会と教育
三回目 高齢化・少子化社会と教育

四回目 地域社会と教育

五回目 学習社会と生涯学習

<受講にあたり講師から>この科目は、

領域が広いので、自分が関心をもつ問
題や課題と関係させて学んでほしい。

例えば、少子化の問題はこれにとどま
らず、高齢化や地域社会のほかの教育

問題とも関係するのである。授業では、

横浜や神奈川の資料などを多く用いる
ので、家族や身近な友人とも語り合い

ながら、学習を進めてほしい。これら
を通して、資料の収集・解釈などにも

触れていきたい。印刷教材「現代社会

と教育」を準備しておくこと。

<参考文献>稲垣忠彦「戦後教育を考え

る」(岩波) 青少年育成研究会「国際化
時代と青少年」(日本教育新聞社) ダニ

エル・グリーンバーグ 大沼約「超学
校」(一光社)

フランス語
 （１）初級フランス語の基礎を学ぶ
　　　担当講師：渡辺美紀子

         フランス語Ⅰ(土曜日第一コース)
         フランス語Ⅱ(土曜日第二コース)

（２）初級文法をマスターしつつ、簡

単な日常的なコミュニケーションがフ
ランス語で出来るよう、又、相当高度

なビデオ教材の理解を助け、導入とな
るように授業を進める。

（３）フランス語Ⅰ:１回目　名詞の性
と数、冠詞、動詞腎 re, -er 動詞を使っ

た表現、挨拶の仕方を学ぶ。ビデオ教

材スケッチ１への導入 、 ２回目　疑問
文の作り方、否定文、動詞 avoirを使っ

た表現、身分の表し方、ビデオ教材ス
ケッチ２への導入  、３回目　前二回の

復習。動詞 pouvoir, vouloir を使った表

現、il faut の表現、ビデオ教材スケッ

チ３への導入 、 ４回目　動詞  ir動詞、
aller,venir　近接未来、近接過去  ビデ

オ教材スケッチ６への導入  、  ５回目
疑問代名詞、疑問副詞、疑問形容詞 ビ
デオ教材スケッチ７への導入

フランス語Ⅱ

１回目　直接法複合過去、前置詞+関
係代名詞、比較級　ビデオ教材スケッ
チ１への導入 、 ２回目　直接法半過去、

大過去　ビデオ教材スケッチ３への導
入  、３回目　中性代名詞 le, y, en,　命

令文 ビデオ教材スケッチ４への導入、

４回目　直接法単純未来、直接法前未
来 ビデオ教材スケッチ６への導入  、
５回目　条件法現在、条件法過去  ビデ
オ教材スケッチ７への導入

（４）始めてフランス語を学ぼうとす
る人にはビデオ教材が難し過ぎるかも

しれない。しかし、くじけずに何度も

繰り返し見て欲しい。面接授業もそれ
ぞれ二回位は繰り返す積もりでのぞん

だ方が良いかもしれない。そのうちに
フランス語の魅力にとりつかれるでし

ょう。五回目の面接授業でこれまで学

んだことの簡単なテストを行って及落
を決める。

（５）参考図書:　「プログレッシブ仏
和辞典」（小学館）「わかるフランス

語（基礎編）」、家島光一郎、霧生和
夫著、三省堂

（６）略歴：慶応大学仏文卒　パリ大
学（３）修士卒　フランスに１０年滞

在　現在、青山学院大他でフランス語

講師

（７）ヨーロッパの魅力は多民族から

なる一つの文化共同体であるというこ
とであり、その基盤はキリスト教だと

思う。どの町にも中心に広場があり、
そこには必ず教会がある。そしてそれ

が単なる歴史的記念物として保存され

ているのではなく、人々が日常の生活
の精神的よりどころとして随時訪れ、

使われていることに感動する。しかも
石の文化なので、何百年前の建物が今

も健在し、その中に入ると自分が大き

な歴史の流れの中に生きている存在で
あることを感じさせられる。積年の諸

国間の対立を克服し、ヨーロッパ統合
の実現の通貨統合という最後の段階に

入っているヨーロッパ、そのリーダー

シップをとってきたフランス。この国
を理解するには何よりもその言語の習

得が必要である。たとえ片言でも、誰
もが対話を求めている感じがするこの

国への旅は楽しく、豊かなものになる。

（８）フランスの歴史、特にその精神

史に興味がある。夏に一ヶ月フランス
のパリに滞在することが習慣になって

いるので、その間に来る人がいれば歓
迎します。パリは散歩の楽しい町、食

べ物のおいしい町、そして自らが美術

館のような美しい町。

プログラミング実習
日曜型 11月 15、22日
担当講師：御手洗　理英

               （みたらい　りえ）
略歴　 神奈川県出身。放送大学卒。ア

ーマットコンピュータスクールスクー

ル長。著書「学習ＢＤＳ－Ｃ・α－
Ｃ」（共著、工学図書）、「基礎から

一太郎検定まで」（工学図書）ほか

担当授業：情報処理入門。プログラミ

ング実習。

　放送大学では早くからネットワーク

環境でのパソコン実習に力を入れ、授
業の中でも電子メールの考え方やネッ

トワークの実践的な利用法が学習でき

るようになっています。さらに、「生
活の中で、パソコンをどのように活用

していくべきなのか。」また「仕事に
パソコンを利用することによる可能

性」を考察し、受講者が自分なりの活

用方法を見いだすことができるように
なっています。

　技術革新の中でパソコンや利用方法
も急速に変化して行きます。つい、追

い求めることにばかり目が行きがちな

中で本当に大切なものを見分ける力を
つけること、これが本当の教養ではな

いでしょうか。
　意欲のある多くの方の参加をお待ち

しています。

近況報告:今年は、「インターネットを

利用した通信教育」について研究中で

す。何か良いアイデアをお持ちの方は、
ぜひご意見をお聞かせ下さい。（メー

ルアドレス：school@armat.com）
・私の家では、黒いラブラドールを飼

っています。フリスビードッグにしよ

うとがんばっていますがうまくいきま
せん。訓練所の方に言わせると、「犬

が悪いのではなく、人間のフリスビー
の投げ方の問題だ」ということです

が･･･。もちろん、目標は、フリスビー

の大会にでること。（仕事に追われそ
んな暇がどこにあるのかとも思います

が）
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人間学研究会
行事予定

＜例会の予定　7～10月＞

 ・ 7/12(日)例会は 13時～ 、14～16時、
島内裕子助教授の講演。・ 8/ 2(日)10～
16 時、第 12 回フェスタ・ヨコハマ、
内容は例年と大きく変わることはあり

ません。 この日に『せせらぎ』10号を

発行します。・  9/ 6(日)内容未定。
10/11(日)　内容未定。

＜「歩きましょう」の予定 7～10月＞
・ 7/4～5(土～日 )東海道自然遊歩道を

歩く。・ 7/19(日)富士登山・ 8/5～9(水
～日)北アルプス裏銀座縦走 (黒部五郎
岳～三俣蓮華岳～烏帽子岳 )。・ 9 月

清里と八ヶ岳（赤岳）登山。・ 10/3～
4(土～日)第７回丹後天橋立ツーデーマ

ーチ。・ 10 月　中仙道を歩く (岐阜～

赤坂～関ヶ原～醒井～高宮)。

神奈川放友会
神奈川放友会は会員相互の親睦を図り、

学習を援助する為に下記の活動をして
います。

　・学習に関する情報交換

　・.会員相互の研究発表
　・研修旅行（大学本部セミナーハウ

スで図書館利用の習得等）
　・社会探訪（歴史博物館､動植物園､

美術館及び名所史跡等の見学）

　・機関誌発行（不定期）
平成１０年度新学期と共に多数の新会

員を迎えることが出来、放友会の活動
に活気が満ちてきました。４月の通常

総会に続き５月の例会では学習に関す

る情報交換が活発に行われ新会員･特に

新入学の方のお役に立てたと自負して
います。

７月に入ると放送授業も終りに近づき
認定試験の準備が始まります。この機

会に放友会に入会しませんか、連絡を

お待ちしています。
・行事予定（６月～１０月）・６月１

３～１４日放友会研修旅行（大学本
部）。・６月２７日（土）臨時例会

（大岡地区センター）。・８月２日

（日）フェスタヨコハマに参加。・７
月～９月は放友会の月例会はお休みで

すが、一学期の認定試験結果の情報交
換の準備をします。・１０月１７日

（土）レクリェ－ションを兼ねた社会

探訪を予定。
・ 連絡先：吉田昭二

                    (  Tel /Fax：045-752-2783)

放大神奈川合唱団
＜活動報告＞

　珍しく青空の広がった５月２１日、
学習センター道路向いの、大岡地域ケ

ア・プラザへ慰問に入りました。ここ

には、孤独の高令者、身障者、或いは
介護を必要とされる高令者が、週一回

きめられた曜日に、送迎のマイクロバ
スでここへいらっしゃいます。予め設

定されたサービスメニューにより、お

年寄り向きの体操、遊戯、歌、ゲーム、
をみんなで楽しく一緒に遊びながら体

を動かすのです。ボランティアや、職
員、研修生が、甲斐がいしく動き回り、

手を添えたり、体を抱き上げたり、用

具のセットに次々と忙しく、汗を流し
ておられます。

　私達が、仲間入りして皆さんと一緒
に唄いましょうと、優しく語りかける

と、嬉しそうにこちらをみつめ、歓迎

して下さいました。
　つい立てには、大きな字で歌詞を書

いた大洋紙、みんなの手には、ピンク
とブルーの歌詞カードが配られていま

す。私達のリードで　野ばら、大きな

栗の木の下で、いい声だいい声だ、す
いかの名産地、称城寺の狸ばやし、か

たつむり、花、ふるさと、８曲を声を
合わせて唄いました。気持ちが一つに

結ばれ、実に気分爽快でした。とても

暖かな雰囲気と、意外な元気さに取り
囲まれて、ほっと胸を撫でおろし、こ

れでケアサービスの一助になれたと思
うと嬉しくてたまりませんでした。ま

たゲームにも加わり、お手伝いさせて

いただきましたが、チーム対抗で得点
を競い、大声あげてハッスルし、心の

底から笑いころげ、体のご不自由なが
らも、こんなに朗らかに面白おかしく

振る舞えるひとときに、私たちまでが

幸せを感じ、貴重な体験になりました。

御家族の方も、いろいろ御苦労が多い
ことと察しますが、この施設にお預け

になられて本当に安心されて、家業に
いそしめるのではないでしょうか。

神奈川合唱団一同、心より皆様の御

健康と幸せを願いながら引きさがりま
した。

うえるかむ＆

　　英会話サークル
　海外学生交流サークル”うえるか

む”は、海外の Open University などと
積極的に交流しています。平成 8 年に

はタイのスコタイ・タマチュラート オ
ープン・ユニバーシティ(S.T.O.U.)、平

成 9 年には、台湾の空中大学、師範学

院を訪れ、友好を深めてきました。来
年はカナダのアサバスカ大学を訪問し

ようと計画中です。
例会  ・各支部合同…毎月一回程度

                   東京西日暮里にて  13:00～
          ・神奈川学習センター…第二木曜
                                                      第四水曜

                             いずれも 13:30～15:30
  (NHK テキスト英会話入門、プリント

    海外旅行の情報交換)
また、神奈川では、生きた英語をと、
アメリカ人女性 Nancy による英会話サ

ークルもあります。
例会   第二水曜と第四水曜

           (10:00～11:30)
      プリント、フリー・トーキングなど
    うえるかむ&英会話サークルを通し

て、国際交流の小さな輪に参加してみ
ませんか。

  連絡先：坂本 0467-31-8036(19時以降)

                   星    045-844-9647

人間学研究会誌「せせらぎ」

　ある時、山に、野辺に雨が降った。

そしてそれぞれ個性のある水滴となり

自然に求めるところに向って小川とな

った。その流れの中でそれぞれの水滴

は共に語らう友達を見つけお互いにせ

せらぎの音を奏でた。すべての専攻分

野、生活体験、興味の向くところを自

由に発表し「せせらぎ」の声で文集を

作ることにした、と聞いております。

会員以外の人にも充分読んでいただけ

る内容を目指しています。（８月２日

発行　５００円）
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・編集部の中村さんと望月さんが

交代しました。これまでのご苦労

に感謝いたします。次回は、「芸

術の秋」「私の海外体験」につい

て、特集をくむ予定です。

・8 月 2 日(日)10 時から、神奈川学

習センター恒例の「フェスタ・ヨコハ

マ」を開催します。

学生団体・

サークルの活動


